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商法 出題の意図 

 

問題１ 

会社法上，極めて重要な基本原則である株主有限責任の原則について，定義及び条文の

指摘はもちろん，その長所（投資の容易性等）と短所（会社債権者の犠牲等）を記述する

ことによって，同原則を正確かつ十分に理解しているかを問うものである。 

 

問題２ 

 取締役の報酬請求権に関する一連の最高裁判例に関する理解を問うものである。 

 問い（１）①は，お手盛り防止のため，定款及び株主総会等によるコントロールが必要

であること，②については，それに伴う不当利得返還請求権及びその請求の限界につき，

最高裁平成１５年２月２１日判決（金判１１８０号２９頁）及び同平成２１年１２月１８

日判決（判時２０６８号１５１頁）を正確に理解しているかを問うものである。 

 問い（２）は，取締役の報酬の変更につき，役職変更に伴い，会社側が一方的に報酬額

を変更することができるかを問うものであり，最高裁平成４年１２月１８日判決（民集４

６巻９号３００６頁）の理解を問うものである。 

 

 


